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　１０

　１１

量
標
準
管
理
セ
ン
タ
ー
計
量

研
修
セ
ン
タ
ー

【
提
出
書
類
】（
各
1
通
）
①

履
歴
書
（
　
産
業
技
術
総
合

（独）

研
究
所
が
定
め
る
別
紙
様
式

第
2
）、
②
受
講
申
請
書
（
　（独）

産
業
技
術
総
合
研
究
所
が
定

め
る
別
紙
様
式
第
3
）、③
写

真
（
様
式
は
一
般
計
量
教
習

の
項
を
参
照
）、④
一
般
計
量

教
習
の
修
了
証
書
の
写
し
又

は
修
了
証
明
書
の
写
し
、
⑤

本
人
の
あ
て
名
を
明
記
し
た

返
信
用
封
筒
（
様
式
は
一
般

計
量
教
習
の
項
を
参
照
）

◇
環
境
計
量
特
別
教
習
（
濃

度
関
係
及
び
騒
音
・
振
動
関

係
）

【
受
講
資
格
】
一
般
計
量
教

習
を
修
了
し
た
者

【
教
習
期
間
】
濃
度
関
係
：

　
年
1
月
　
日
我
〜
3
月
1

06

11

日
我
、騒
音
・
振
動
関
係
：
　06

年
3
月
2
日
牙
〜
3
月
　
日
17

画【
教
習
会
場
】　
産
業
技
術

（独）

総
合
研
究
所
計
量
標
準
管
理

セ
ン
タ
ー
計
量
研
修
セ
ン

タ
ー
（
住
所
は
一
般
計
量
教

習
の
項
を
参
照
）

【
教
習
概
要
】
計
量
法
（
平

成
4
年
法
律
第
　
号
）
第
1

51

6
6
条
に
規
定
す
る
計
量
に

関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
経

済
産
業
省
、
都
道
府
県
、
市

町
村
、指
定
定
期
検
査
機
関
、

指
定
検
定
機
関
、
指
定
計
量

証
明
検
査
機
関
、
特
定
計
量

証
明
認
定
機
関
及
び
指
定
校

正
機
関
の
職
員
並
び
に
環
境

計
量
士
（
濃
度
関
係
）
又
は

環
境
計
量
士
（
騒
音
・
振
動

関
係
）
に
な
ろ
う
と
す
る
者

に
必
要
な
技
術
及
び
実
務

【
定
員
】濃
度
関
係
：
　
名
、

30

騒
音
・
振
動
関
係
：
　
名
20

【
受
講
申
請
書
の
提
出
期

限
】　
月
　
日
画
（
必
着
） 

11

25

【
受
講
申
請
書
の
提
出
先
】

　
産
業
技
術
総
合
研
究
所
計

（独）量
標
準
管
理
セ
ン
タ
ー
計
量

研
修
セ
ン
タ
ー

【
提
出
書
類
】（
濃
度
関
係
及

び
騒
音
・
振
動
関
係
ご
と
に

各
1
通
）
①
履
歴
書
（
　
産
（独）

業
技
術
総
合
研
究
所
が
定
め

る
別
紙
様
式
第
2
）、②
受
講

申
請
書
（
　
産
業
技
術
総
合

（独）

研
究
所
が
定
め
る
別
紙
様
式

第
3
）、
③
写
真
（
様
式
は
一

般
計
量
教
習
の
項
を
参
照
）、

④
一
般
計
量
教
習
の
修
了
証

書
の
写
し
又
は
修
了
証
明
書

の
写
し
、
⑤
本
人
の
あ
て
名

を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒

（
様
式
は
一
般
計
量
教
習
の

項
を
参
照
）

◇

　
　
産
業
技
術
総
合
研
究
所

（独）
計
量
研
修
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（

）
で
、
別
紙
様
式
等
の

情
報
を
公
開
し
て
い
る
。

第
3
W
G
第
5
回

会
合
開
く

　
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会

3
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
W
G
）
第
5
回
会
合
が
　11

月
2
日
、
経
済
産
業
省
で
開

か
れ
た
。

　
第
3
W
G
は
計
量
標
準
・

標
準
供
給
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
る
。
今
回
は
標
準

ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
に
ヒ
ア
リ

◇
一
般
計
量
教
習

【
試
験
期
日
】2
0
0
6（
平

成
　
）
年
1
月
　
日
画

18

20

【
試
験
場
所
】　
産
業
技
術

（独）

総
合
研
究
所
臨
海
副
都
心
セ

ン
タ
ー
（
東
京
都
江
東
区
青

海
2

　

6
）、　
産
業

41

（独）

技
術
総
合
研
究
所
関
西
セ
ン

タ
ー
扇
町
サ
イ
ト
（
大
阪
市

北
区
扇
町
2

6

　
）
20

【
試
験
科
目
】
数
学
、
物
理

及
び
一
般
常
識

【
教
習
期
間
】　
年
4
月
5

06

日
我
〜
6
月
　
日
画

30

【
教
習
概
要
】
計
量
法
（
平

成
4
年
法
律
第
　
号
）
第
1

51

6
6
条
に
規
定
す
る
計
量
に

関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
経

済
産
業
省
、
都
道
府
県
、
市

町
村
、指
定
定
期
検
査
機
関
、

指
定
検
定
機
関
、
指
定
計
量

証
明
検
査
機
関
、
特
定
計
量

証
明
認
定
機
関
及
び
指
定
校

正
機
関
の
職
員
並
び
に
計
量

士
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
必

要
な
技
術
及
び
実
務

【
定
員
】　
名
40

【
受
験
願
書
等
提
出
期
間
】

　
月
　
日
我
〜
　
月
2
日
画

10

26

12

（
必
着
） 

【
受
験
願
書
等
提
出
先
】　（独）

産
業
技
術
総
合
研
究
所
計
量

標
準
管
理
セ
ン
タ
ー
計
量
研

修
セ
ン
タ
ー
（
〒
3
0
5

8
5
6
1
、
茨
城
県
つ
く
ば

市
東
1

1

1
中
央
第

1
外
周
さ
く
ら
館
）

【
提
出
書
類
】（
各
1
通
）
①

一
般
計
量
教
習
入
所
試
験
受

験
願
書
（
　
産
業
技
術
総
合

（独）

研
究
所
が
定
め
る
別
紙
様
式

第
1
）、
②
履
歴
書
（
　
産
業

（独）

技
術
総
合
研
究
所
が
定
め
る

別
紙
様
式
第
2
）、
③
写
真

（
大
き
さ
は
、
縦
4
・
5
唖

×
横
3
・
5
唖
、
正
面
、
半

身
、
脱
帽
、
提
出
日
前
3
カ

月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の

で
、
裏
面
に
氏
名
を
自
署
し

た
も
の
）、
④
健
康
診
断
書

（
提
出
日
前
3
カ
月
以
内
に

診
断
を
受
け
た
も
の
）、⑤
あ

て
名
を
明
記
し
た
返
信
用
封

筒（
大
き
さ
は
長
形
3
号
で
、

　
円
切
手
を
貼
付
の
こ
と
）

90◇
一
般
計
量
特
別
教
習

【
受
講
資
格
】
一
般
計
量
教

習
を
修
了
し
た
者

【
教
習
期
間
】　
年
1
月
　

06

11

日
我
〜
3
月
　
日
画

10

【
教
習
会
場
】　
産
業
技
術

（独）

総
合
研
究
所
計
量
標
準
管
理

セ
ン
タ
ー
計
量
研
修
セ
ン

タ
ー
（
住
所
は
一
般
計
量
教

習
の
項
を
参
照
）

【
教
習
概
要
】
計
量
法
（
平

成
4
年
法
律
第
　
号
）
第
1

51

6
6
条
に
規
定
す
る
計
量
に

関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
経

済
産
業
省
、
都
道
府
県
、
市

町
村
、指
定
定
期
検
査
機
関
、

指
定
検
定
機
関
、
指
定
計
量

証
明
検
査
機
関
、
特
定
計
量

証
明
認
定
機
関
及
び
指
定
校

正
機
関
の
職
員
並
び
に
一
般

計
量
士
に
な
ろ
う
と
す
る
者

（第三種郵便物認可） 2005年（平成 17年）11月6日（日）（6）第 2606 号

棺
　
珂
第
一
計
器
製
作
所
（
兵

庫
県
尼
崎
市
大
物
町
1

7

2
、電
話
0
6

6
4

8
1

5
5
5
1
、
黒
田
俊

一
社
長
）
は
サ
ニ
タ
リ
用
L

C
D
デ
ジ
タ
ル
圧
力
計
「
D

S
H
L
」
シ
リ
ー
ズ
を
発
売

し
た
。

　
乾
電
池
（
D
C
9
V
）
式

の
た
め
デ
ジ
タ
ル
表
示
な
が

ら
配
線
が
不
要
。
手
間
を
か

け
ず
に
従
来
の
圧
力
計
と
交

換
で
き
る
。
ダ
イ
ア
フ
ラ
ム

一
体
構
造
を
採
用
。
封
入
液

を
廃
し
て
ダ
イ
ア
フ
ラ
ム
背

面
に
直
接
ひ
ず
み
ゲ
ー
ジ
を

貼
り
付
け
る
構
造
で
、
I
P

　
相
当
の
保
護
等
級
も
相

65ま
っ
て
、
従
来
か
ら
あ
る
隔

膜
式
に
は
な
い
安
心
と
安
全

性
を
持

つ
。
充
電

池
（
オ
プ

シ
ョ
ン
）

使
用
の
場

合
、
I
S

O
1
4
0

0
0
に
対
応
。
圧
力
ス
パ
ン

（
1
M
P
a
）
以
下
で
1
5

0
℃
／
m
i
n
ま
で
の
ス

チ
ー
ム
滅
菌
処
理
が
可
能
、

米
国
の
食
品
衛
生
基
準
H
A

C
C
P
に
も
対
応
す
る
。
同

社
は
食
品
・
医
薬
品
・
化
粧

品
産
業
な
ど
の
ユ
ー
ザ
ー
に

最
適
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

【
特
長
】
臼
封
入
液
を
用
い

な
い
構
造
で
安
心
・
安
全
。

渦
ス
チ
ー
ム
滅
菌
可
能
、
H

A
C
C
P
対
応
。

嘘
I
P
　
相
当
の
保
護
等

65

級
。

唄
電
池
式
の
た
め
配
線
不
要

の
デ
ジ
タ
ル
表
示
。

欝
充
電
池
使
用
の
場
合
、
I

S
O
1
4
0
0
0
に
対
応
。

【
セ
ン
サ
部
仕
様
】
▽
非
直

線
性
＝
±
0
・
5
％
R
坩
C

坩▽
ヒ
ス
テ
リ
シ
ス
＝
±
0
・

5
％
R
坩
C
坩
▽
繰
り
返
し

性
＝
±
0
・
5
％
R
坩
C
坩

▽
許
容
過
負
荷
＝
1
5
0
％

R
坩
C
坩
▽
破
壊
耐
圧
＝
1

0
0
0
％
R
坩
C
坩
▽
温
度

補
償
範
囲
＝
マ
イ
ナ
ス
5
〜

1
5
0
℃
▽
許
容
温
度
範

囲
＝
マ
イ
ナ
ス
5
〜
1
5
0

℃
▽
零
点
の
温
度
影
響
＝

±
0
・
0
5
％
R
坩
C
坩
／

℃
▽
出
力
の
温
度
影
響
＝

±
0
・
0
5
％
R
坩
C
坩
／

℃
▽
材
質
＝
受
圧
接
続
部
）

S
U
S
3
1
6
L
、（
放
熱

フ
ィ
ン
部
）
S
U
S
3
0
3

▽
プ
ロ
セ
ス
接
続
＝
I
S

O
 へ
ル
ー
ル
／
ね
じ
マ
ウ

ン
ト
▽
接
液
部
表
面
仕
上
げ

＝
電
解
複
合
研
磨
（
R
m
a

x
.
 0
・
7
S
）
▽
ス
チ
ー

ム
滅
菌
＝
m
a
x
・
1
5
0

℃
連
続
可
 

2
0
0
6
年
度
上
期
計
量
教
習

入
所
試
験
は
来
年
1
月
　
日
20

　
花
大
阪
府
工
業
協
会
は
　11

月
、
検
査
、
製
造
部
門
等
の

計
測
業
務
担
当
者
、
計
測
機

器
の
管
理
担
当
者
な
ど
を
対

象
に
、「
検
査
・
校
正
担
当
者

の
た
め
の
計
測
管
理
研
修
」

を
開
催
す
る
。

　
検
査
業
務
に
お
い
て
、
測

定
と
並
ん
で
重
要
な
位
置
を

占
め
る
の
が
、
計
測
器
の
校

正
に
よ
る
精
度
保
証
で
あ

る
。
正
し
い
技
能
を
身
に
つ

け
る
た
め
、
1
日
目
は
「
計

測
管
理
の
や
り
方
と
機
械
計

測
の
基
礎
」
と
題
し
、
計
測

管
理
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
。

2
日
目
は
「
機
械
計
測
器
を

使
っ
た
測
定
と
校
正
」
と
し

て
、
実
際
に
ノ
ギ
ス
や
マ
イ

ク
ロ
メ
ー
タ
な
ど
を
使
っ
て

測
定
・
校
正
作
業
を
行
い
、

正
し
い
機
械
計
測
器
の
精
度

検
査
方
法
を
体
得
す
る
。

【
日
時
】　
月
　
日
峨
9
時

11

15

　
分
〜
　
時
、　
月
　
日
我

30

17

11

16

9
時
　
分
〜
　
時
　
分

30

17

30

【
会
場
】
1
日
目
：
大
阪
府

商
工
会
館
6
階
研
修
室
（
大

阪
市
中
央
区
南
本
町
4

3

6
）、
2
日
目
：
松
下

電
器
産
業
珂
人
材
開
発
カ
ン

パ
ニ
ー
も
の
づ
く
り
研
修
セ

ン
タ
ー
N
棟
（
枚
方
市
菊
丘

南
町
2

　
） 
10

【
講
師
】
鎌
田
三
雄
氏
（
N

P
O
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
研

究
協
会
理
事
長
）、小
森
山
義

氏
（
元
松
下
電
器
産
業
珂
計

測
管
理
係
長
）

【
定
員
】　
名
24

【
受
講
料
】
1
名
に
つ
き
会

員
会
社
4
万
2
0
0
0
円
、

非
会
員
会
社
4
万
8
3
0
0

円
（
と
も
に
税
込
）

【
申
込
方
法
】
受
講
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

F
A
X
送
信
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

花
大
阪
府
工
業
協
会
、
電
話

0
6

6
2
5
1

1
1

3
8
、
F
A
X
0
6

6
2

4
5

9
9
2
6

に
必
要
な
技
術
及
び
実
務

【
定
員
】　
名
40

【
受
講
申
請
書
の
提
出
期

限
】　
月
　
日
画
（
必
着
） 

11

25

【
受
講
申
請
書
の
提
出
先
】

　
産
業
技
術
総
合
研
究
所
計

（独）
計
測
器
の
使
い
方
・
校
正
実
技
セ
ミ
ナ
ー

鋤
大
阪
府
工
業
協
会
が
　
月
実
施

11

ン
グ
し
た
。
同
W
G
か
ら
日

産
自
動
車
珂
計
測
技
術
部
計

量
計
測
グ
ル
ー
プ
主
担
望
月

智
弘
委
員
、
外
部
か
ら
木
村

一
男
珂
三
菱
化
学
ビ
ー
シ
ー

エ
ル
品
質
保
証
部
副
参
事
、

畑
澤
智
横
浜
市
水
道
局
浄
水

部
次
長
兼
水
質
課
長
、
矢
口

久
美
子
東
京
都
健
康
安
全
研

究
セ
ン
タ
ー
水
質
研
究
科
長

を
招
い
た
。
各
氏
は
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
、
標
準
供
給

の
現
状
、
今
後
望
む
べ
き
点

な
ど
を
紹
介
し
た
。

 　
今
後
は
　
月
　
日
に
第

11

15

6
回
、　
月
2
日
に
第
7
回

12

を
開
催
。
第
7
回
会
合
で
は

第
1
次
案
の
と
り
ま
と
め
、

海
外
の
計
量
標
準
の
開
発
・

供
給
体
制
等
の
整
備
状
況
の

報
告
が
行
わ
れ
る
。

（
詳
細
は
次
号
以
下
）

第
一
計
器
製
作
所

サ
ニ
タ
リ
用
デ
ジ
タ
ル
圧
力
計

「
D
S
H
L
」シ
リ
ー
ズ

産総研

祝・計量記念日

祝・計
量
記
念
日


